
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

社会的な見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び
社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通して、
広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

法をよりよくかえていくために

主題２　契約と消費者の権利と責任
さまざまな契約と法
消費者の権利と責任

【知識・技能】
契約自由の原則の内容や、契約によって様々な責
任が生じることを理解している。
【思考・判断・表現】
契約自由の原則に例外があるのはなぜか、考察で
きる。

○ ○

期末考査

中間考査 ○ ○

【主体的に学習に取り組む態度】
最高裁が「憲法の番人」と呼ばれて
いることや、国民の権利を守るため
に三権分立のしくみが採用されてい
ることなどの理解を通して、法の支
配を実現するために、公共的な空間
をつくる自立的な主体としての自覚
をもたせる。

主題３　司法参加の意義
裁判所と人権保障

【知識・技能】
公正な裁判を確保するために、司法権および裁判
官の独立が保障されていることを理解している。
【思考・判断・表現】
公正かつ慎重な裁判をおこなうために、日本の裁
判では三審制が採用されていることを考察でき
る。

○ ○ 5

配当
時数

6

【主体的に学習に取り組む態度】
１８歳で成年になる意義をふまえ
て、契約の意味や責任を負うことに
ついて学び、自分にとって必要な契
約かを慎重に考えさせる。

○

（G組：郷家） （H組：郷家） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

1

○ ○ 1

○ 〇

6

【主体的に学習に取り組む態度】
立憲主義の考え方に基づいて、日本
国憲法と現代政治のあり方との関連
について主体的に追究させる。

第２部　よりよい社会の形成に参画
する私たち
第１章　私たちと法
【主体的に学習に取り組む態度】
すべての人の基本的人権を守り、確
保させようとする態度を身につけさ
せる。

自由・権利と責任・義務
世界のおもな政治体制
日本国憲法に生きる基本原理

主題１　法や規範の意義と役割
私たちの生活と法
法と基本的人権
自由・平等と法・規範

【知識・技能】
国のあらゆる法の基盤となる最高法規であるとい
う立憲主義の考え方とその現代的な意味を理解で
きる。
【思考・判断・表現】
民主主義の問題点について、多数者の専制を考察
する活動を通して、多面的・多角的に考察し，表
現できる。

【知識・技能】
法やルールを定める時には、どのようなことに配
慮する必要があるかを理解できる。
【思考・判断・表現】
身のまわりの偏見や差別・不平等、自由権が保障
されていない問題について理解し、その解決策を
考えることができる。

○

6

第２章　公共的な空間における人間
としてのあり方生き方
【主体的に学習に取り組む態度】
主張の根底にある考え方の理解をも
とに、課題を主体的に追究、解決さ
せる。

人間と社会のあり方についての見
方・考え方
実社会の事例から考える～環境保
護・生命倫理

【知識・技能】
古今東西の先人の取り組み、知恵などを踏まえ、
社会に参画する際の選択・判断をするための手掛
かりとなる概念や理論を理解できる。
【思考・判断・表現】
選択・判断の手掛かりとなる考え方を活用し、環
境保護や生命倫理などの実社会の問題を考察し、
表現できる。

○ ○ ○

公共的な空間を形成するための考え
方
よりよく生きる行為者として活動す
るために
人間の尊厳と平等
個人の尊重
民主政治の基本的原理
法の支配

【知識・技能】
古今東西の先人の取り組み、知恵などを踏まえ、
公共的な空間における基本的原理を理解できる。
【思考・判断・表現】
なぜ人間の尊厳が守られることが必要かを考察
し、表現できる。

4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 主

○ ○ ○

公民 公共

（A組：郷家） （B組：郷家） （C組：郷家） （D組：郷家）

公民 公共 2

１
学
期

第１部　公共の扉
第１章　公共的な空間をつくる私た
ち
【主体的に学習に取り組む態度】
自らを成長させながら、社会の中で
生きていくための人生観、世界観な
いし価値観の基礎を培うことの重要
性を理解させる。

社会に生きる私たち：公共的な空間
とは。青年期の心理には、どのよう
な特徴があるのだろうか。「おと
な」になるとは
個人の尊厳と自主・自立
多様性と共通性
キャリア形成と自己実現
伝統や文化とのかかわり

【知識・技能】
自らの体験などを振り返り、自らを成長させる人
間としてのあり方生き方について理解できる。
【思考・判断・表現】
青年期の意味を考えさせることを通して、他者と
ともに生きる自らの生き方について多面的・多角
的に考察し、自分の考えを表現している。

○ ○ 〇

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理、政治、経済などに関わる現代の諸課題について理解するとと
もに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

（E組：郷家） （F組：松川）

現代社会に生きる人間としての在り方生き方に
ついての自覚する人間性を培う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するため
の手掛かりとなる概念や理論について理解すると
ともに、諸資料から、倫理的主体などとして活動
するために必要な情報を適切かつ効果的に調べま
とめる技能を身につけるようにする。

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手
掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的
原理を活用して、事実を基に多面的・多角的に考察
し、判断する力を養う。

『高校生の公共』（帝国書院）

公民

現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断したりする力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。社会の変化に関わる諸事象について、多面的・多角的に考察する。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される、人間としての在り方生き方についての自覚や、
国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

4

第３章　公共的な空間における基本
的原理
【主体的に学習に取り組む態度】
人間の尊厳が守られるために必要な
ことについてじぶんにできることは
何かを考え、取り組ませる。



３
学
期

【主体的に学習に取り組む態度】
経済的な主体として、また効率的で
公正な経済政策を選択できる主権者
として、経済的な見方・考え方を働
かせるよう導く。

【主体的に学習に取り組む態度】
金融に関する自己の選択を主体的に
行おうとさせる。

主題１０　市場経済の機能と限界
市場経済と経済経営
市場経済のしくみ
経済発展と環境保全
経済成長と国民福祉

主題１１　金融のはたらき
金融の意義や役割

【知識・技能】
価格の自動調節機能を理解し、市場の失敗に関す
る諸資料を読み取ることができる。
【思考・判断・表現】
市場の失敗に対する政府の規制のあり方を判断
し、自らの考えを説明したり、発表したりするこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
市場経済のしくみに関して、わかったことや気づ
いたことを相手に伝わるように説明したり、問題
や疑問を解決しようとしたりしている。

【知識・技能】
金融機関や日本銀行の役割を理解できる。
【思考・判断・表現】
日本銀行の目的と手段について、通貨の供給量の
視点から多面的・多角的に考察し、説明できる。

○ ○

【主体的に学習に取り組む態度】
紛争や難民問題に関心をもち、これ
らの問題についてどのような解決策
が望ましいか、主体的に考察させ
る。

第３章　私たちと経済

主題７　国際社会の変化と日本の役
割
今日の国際社会
人種・民族問題と地域紛争
国際社会における日本の役割

主題８　雇用と労働問題
私たちと経済

【知識・技能】
グローバル化が進展した国際社会の特徴につい
て、理解できる。
様々な人種・民族問題や難民問題の原因につい
て、理解できる。
【思考・判断・表現】
国際社会において分断化が進む要因やその現状に
ついて、考察できる。
人種・民族問題や難民問題の原因や現状について
考察できる。

○ ○

２
学
期

【主体的に学習に取り組む態度】
ワーク・ライフ・バランスの実現を
めざすために、自らの働き方を構想
させる。

中間考査
○ ○

第２章　私たちと政治
【主体的に学習に取り組む態度】
民主政治において主権者である国民
が積極的に政治に参加することが重
要であることが重要であることを理
解し、日本や世界の課題を解決する
政策について考察させ、提案させ
る。

学年末考査

○ ○

70

【主体的に学習に取り組む態度】
今後の財政のあり方について、現役
世代と将来世代の立場を考慮し主体
的に考察させる。

【主体的に学習に取り組む態度】
経済のグローバル化にともなって発
生した問題の解決策やこれからの国
際社会のあり方について、主体的に
考察させる。

主題１２　財政の役割と社会保障
政府の経済的役割と租税の意義
社会保障と国民福祉

主題１３　経済のグローバル化
国際分業と国際貿易体制
国際収支と為替相場
経済のグローバル化と日本
地域的経済統合の動き
国際社会における貧困や格差
地球環境問題
資源・エネルギー問題
国際社会のこれから

【知識・技能】
財政の三つの機能を理解できる。
【思考・判断・表現】
政府が公債を発行する目的と課題について多面
的・多角的に考察し、説明できる。

【知識・技能】
グローバル化する経済の現状と問題点について理
解できる。
【思考・判断・表現】
経済のグローバル化が日本や世界におよぼす影響
について、考察できる。

○ ○ ○

労働者の権利と労働問題

主題９　社会の変化と職業観
技術革新の進展と産業構造の変化
企業の活動
農林水産業の現状とこれから

【知識・技能】
日本型雇用慣行とその変化の要因、今日の労働問
題や仕事と生活の調和の実現を理解できる。
【思考・判断・表現】
労働環境の変化や労働問題、労働法制の整備につ
いて、多面的・多角的に考察し、公正に判断でき
る。

【知識・技能】
技術革新の進展による産業構造の高度化、サービ
ス化・ソフト化への変化を理解できる。
【思考・判断・表現】
ＡＩなどの技術革新が身近になることで、生活が
どのように変わるかを多面的・多角的に考え、判
断できる。

○ ○ ○ 5

【主体的に学習に取り組む態度】
日本と近隣諸国の関係に関心をも
ち、両者の考えの違いを理解し、国
家間の問題のよりよい解決策につい
て主体的に考察させる。

【主体的に学習に取り組む態度】
国際平和を実現するために、日本の
平和主義や安全保障政策はどのよう
にあるべきか、多面的に考察させ
る。

国境と領土問題
国際連合の役割と課題

主題６　日本の安全保障と防衛
平和主義と安全保障
核兵器の廃絶と国際平和

6

○ 6

期末考査
○ ○ 1

1

合計

6

○ 6

【知識・技能】
国際社会の現状と課題や、日本が果たすべき役割
を理解できる。
【思考・判断・表現】
世界の様々な領土問題の原因と現状について、考
察できる。

【知識・技能】
日本国憲法における平和主義の原理と、その解釈
の変遷について理解できる。
【思考・判断・表現】
国際平和と日本の平和を実現していくために果た
すべき日本の役割や政策について考察し、表現で
きる。

○ ○ ○

主題４　政治参加と公正な世論の形
成
選挙の意義
政治参加と世論形成
国会と立法
内閣と行政の民主化
地方自治と住民の福祉

主題５　国際社会と国家主権
国家と国際法

【知識・技能】
民主政治における選挙の重要性を理解し、やがて
主権者として政治参加できる。
【思考・判断・表現】
選挙や多数決では反映されない多様な民意の存在
を尊重し、これからの日本に求められる政策を考
察し、表現できる。
国会の課題解決に向けて、事実をもとに協働して
考察したり、構想したりしたことを論拠をもって
表現できる。

○ ○ ○ 5

1


